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い(できない)母親たちへの非難 を生み、両者間に分 断線を引いていく。これまでの母親 にっいて
の先行研 究が明らかにしてきたのは、階層再生産戦 略において母親たちが経済資本よりむしろ文
化資本の蓄積 において重要な役割を果たしていることであり、同時に経済資本 と文化 資本とが階
層再生産に結 び付いていることであった。それ に対し今回のインタビュー分析から見えてきたのは、
母親 同士のっながりという社会 関係 資本が、子育てにおける文化 資本の重要性を認識させ、子世
代 に向けたジェンダーと階層の再生産を加速させる作用をもっことであった。
しかし一方で、社会 関係資本 には新たな関係性 の構築によって文化資本や経済資本 に乏しい
人々にも利益をもたらす可能性が期待されている。近年、子育ての難しさが指摘され 、その背景 と
して家族の孤立化、地域社会の崩壊などによる社会関係資本の乏しさが原 因と論じられることは少
なくない。都市化 により近 隣との付き合いが減り、地域移動 によって親族も遠方にいる場合 には、
地縁 ・血縁のない新たな人々とっながっていく必要がある。しかも子育て支援などで強調 されてい
ることは、母親 自らがっながるカを育成することである。それによって女性がエンパワメントされるの







の人間関係 は子育てにおいて高い機 能を有 していること、また正規雇用は地域からのサポートを
専門のサービスによって補っていることがわかった。就労を継続することは、ネットワークの数と一般
的信頼とにともにプラスの効果をもたらしてもいた。したがって女性のフルタイム就 労継続は、子育








入 の高い層にお いてはかえって性別子育て意識 を支持す る方 向に関連 していたこ とである。
次世代 に対す る働 きかけについては、母親の社会関係資本 が豊かなことが女子の学歴取得に
















結局のところ、女性 たちが母親役割を受け入 れる理 由は、近代社会 における専業主婦を中心と
した主に中産 階級の合理的選択による階層再生産戦略にある。それにもかかわらず 、母親役割の
重視が社会全体に容認されたイデオロギーであることによって、資本を剥奪されている側の人々に
こそ受容される状況を生み出し、それによってジェンダー秩序と階層とが同時 に再生産されていた。
そして情報化社会の中、関係 性がますます同質的な島宇宙に閉じることによって、階層 の固定化
がますます進みジェンダー秩序を強化する方 向に結び付いていることが危惧されるのである。
